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[要 旨]

近年､サルコイ ドーシスの患者の肺リンパ節から､PTOPl'aHl'bacten'umaches(P.aches)

が検出されており､また､高感度 ISH法を用いた解析からP.acDeSのDNAが肉芽腫内

部に集積して存在することが明らかになっている｡我々は組織学的に sareoidreaction

を呈するLupusmiliarisdisseminatus払ciei(LMDF)の肉芽腫形成にもサルコイ ドー

シスと同様にP.acDeSが関与しているとの仮説をたて､研究を施行した｡

研究の方法であるが､病理組織学的に LMDFと診断がついている皮膚生検組織から10

〃m に薄切したパラフィン固定組織切片を作成し､フォイル付きスライドガラスに切片を

貼付｡その後､Lasercapturemicrodissection(LMD)法を用いて目的とする肉芽腫病変

と非肉芽腫部分をレーザーで切 り抜き､採取後､DNA を抽出して Polymerasecllain

reaction(PCR)法を施行した｡PCR法施行後､電気泳動を施行し､肉芽腫病変と非肉芽腫部

分でのP.acnesの存在の有無を検討した｡

LMDFは日本では顔面播種状粟粒性狼唐といわれ､臨床所見としては顔面､特に両側下

眼険から頬部に散在性に多発する自覚症状のない充実性丘疹である｡組織学的には､しば

しば乾酪壊死を伴う類上皮細胞肉芽腫が認められるので､結核菌の関与が以前は考えられ

ていたが､多症例の組織像を連続切片にて詳細に検討された研究では大多数の症例で病巣

の中心には毛包あるいは毛包性角質嚢腫が存在していることから､本症の病態の本質は毛

包や嚢腫上皮の破壊産物に対する肉芽腫反応との考えが支持されている｡しかし､肉芽腫

病変内の詳細な検討は現在までされていなかった｡

今回我々が施行した9症例全てにおいて､肉芽腫病変内にP.acnesが存在していること

が証明された｡非肉芽腫部分においてもP.acnesが存在していたが､いずれの症例におい

ても､肉芽腫病変と比較すると､電気泳動のバンドは薄かった為､潜伏感染しているもの

と考えた｡また､9症例間の肉芽腫病変のバンドには差があったが､この差は宿主の免疫反

応の違いであると考えた｡

LMDFの初期の組織像は毛包周囲の炎症細胞浸潤であり､病期が進行して毛包が破壊



されることにより､毛包内に常在しているP.acDeSが滴落して肉芽腫を形成､もしくは

潜伏感染していると推察している｡

毛包が破壊される機序に関してはLMDFと類縁疾患であると考えられているrosacea

の発症機序と同様にサイ トカインやケモカインが関与しているのではないかと考えた｡

なお､今回の論文には詳細な記載はしていないが､rosaceaの肉芽腫病変からも同様の

手法で研究し､9症例全てにおいてP.acDeSが存在していることが証明されており､皮疹

の出現する部位は異なるが､疾患の病因は同一である可能性が示唆された｡

本研究結果によりLMDFの病因の一つとしてP.acDeSが関与していることが証明され

た｡LMDFの発症には宿主要因も関係しており､今後は宿主要因に関しても調べていく必

要はあると考えている｡

備考 論文要旨は､和文にあっては2,000字程度､英文にあっては1,200語程度とする｡
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